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目的 乾煙コンアは乾燥 処理・ 際の表面硬化, 収縮変形。化学式分・薄勧現象々ご’によ

り， 生鮮ゴング乙は力ヽな'; -$:化 してﾚﾉ るも,ﾌ乙考 えられる。乾燥ロシア。復太特性を明ら

t)-izする目的で, 乾煉っ ンブヽを湯漬水申 で復配し，復起量の経時的変化や。復太にj. る組

識細胞の再現性に^  り て研究き行 ，たので報 告する。
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